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運用報告書（全体版） 

ＡＩ日本株式オープン 
（絶対収益追求型） 

 

愛称：日本ＡＩ
あ い

 

 
 

第17期（決算日：2025年７月31日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ＡＩ日本株式オープン（絶対収

益追求型）」は、去る７月31日に第17期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／株式／特殊型（絶対収益
追求型） 

信託期間 2027年１月29日まで（2017年２月１日設定） 

運用方針 

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求
型）受益証券への投資を通じて、主としてわ
が国の株式への投資と株価指数先物取引の売
建てを行います。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
ファンドの運用は三菱ＵＦＪ信託銀行から投
資助言を受け行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶
対収益追求型）受益証券を主要投
資対象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式および株価指数先
物取引にかかる権利を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合は、
信託財産の純資産総額の10％以
下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％以下と
します。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。原則として、
決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円
（10,000口当たり）を超えている場合に、当該
超過分の範囲内で分配します。ただし、分配
対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 

 

絶対収益追求とは、特定の市場の動向に左右されにくい収益の追求を
めざすことをいいます。必ず収益を得られることを意味するものでは
ありません。 

 

◇MUZ-252629-0000-20250731◇ 
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

13期(2023年７月31日) 8,489 0 0.3 67.8 △56.0 1,995 

14期(2024年１月31日) 8,473 0 △0.2 65.9 △58.4 1,835 

15期(2024年７月31日) 8,416 0 △0.7 71.0 △49.2 1,590 

16期(2025年１月31日) 8,309 0 △1.3 66.7 △67.0 1,458 

17期(2025年７月31日) 8,509 0 2.4 70.6 △53.5 1,323 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
          

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2025年１月31日 8,309 － 66.7 △67.0 

２月末 8,364 0.7 65.3 △60.8 

３月末 8,249 △0.7 67.7 △51.7 

４月末 8,470 1.9 73.2 △46.8 

５月末 8,498 2.3 72.5 △53.4 

６月末 8,561 3.0 73.2 △44.3 

(期  末)     

2025年７月31日 8,509 2.4 70.6 △53.5 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

運用経過
第17期：2025年２月１日～2025年７月31日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 1 7 期 首 8,309円
第 1 7 期 末 8,509円
既払分配金 0円
騰 落 率 2.4％

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ2.4%の上昇となりました。
基準価額の動き

先物アロケーション戦略の日次予測モデルにおいて、主に他資産
動向やマクロ指標から相場上昇局面と判断し、株価上昇時に実質
国内株式組入比率を引き上げていたことが、プラスに寄与しまし
た。また、月次予測モデルにおいても、各国の株価上昇などから
上昇局面と判断し、株価上昇時に実質国内株式組入比率を引き上
げていたことが、プラスに寄与しました。

上昇要因

株式個別銘柄戦略の安定高配当モデルにおいて、収益性や財務健
全性を評価し着実な利益成長を期待し組入れていた安定成長銘柄
群が、マイナスに影響しました。また、ニュースピックモデルに
おいても、ネットワークで繋がった関連企業と比較して株価が出
遅れており反発を期待し組入れていた銘柄群や、株価下落の一方
でネガティブニュースが減少傾向にあり反発を期待し組入れてい
た銘柄群がマイナスに影響しました。
信託報酬が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

第17期：2025年２月１日～2025年７月31日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年４月上旬にかけて
は、トランプ米政権による関税引き上げ
などの政策を受けて、世界的な景気後退
や貿易戦争激化への懸念が高まったこと
や、米ドルが対円で下落したことなどを
背景に下落しました。その後５月末にか
けては、米政権が相互関税の適用を一時
停止すると発表したことや、米国と各国

との協議が進展したことなどを背景に上
昇しました。６月以降は、中東情勢の緊
迫化への警戒感などを背景に下落する局
面もあったものの、その後イスラエルと
イランの停戦合意の成立が発表されたこ
とや、７月下旬に日米関税交渉の合意が
伝わり、関税への過度な警戒感が後退し
たことなどを背景に上昇しました。
結果、期間を通じてみると、国内株式市
況は上昇しました。

  ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追
求型）
ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益
追求型）受益証券を主要投資対象とし、
実質的な運用はマザーファンドで行いま
した。また、運用改善にあたっては、
2024年以降、先物アロ―ション戦略の月
次予測モデルや転換点予測モデルにおい
て、より確信度等を考慮したウエイトへ
見直すことで期待リターンを高める改善
対応を進めてまいりました。

  ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対
収益追求型）
ＡＩ（人工知能）等を活用した三菱ＵＦ
Ｊ信託銀行からの投資助言を基に、わが
国の株式に投資を行うと同時に株価指数

先物取引等を行いました。
株式個別銘柄戦略と先物アロケーション
戦略の２つを組み合わせた運用を行いま
した。
株式個別銘柄戦略では、わが国の株式へ
の投資に加え株価指数先物を売建てるこ
とで収益の獲得をめざしました。
先物アロケーション戦略では、株式相場
が上昇局面であると判断した場合に、株
価指数先物の売建ての量を減らすことで
実質株式組入比率を引き上げることを基
本とし、株式相場の上昇による収益も一
部獲得することをめざしました。
各運用戦略で採用するモデルはファンド
全体のリスク・リターンに配慮して選定
しました。

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

（ご参考）

■ファンドで採用するモデル（決算日現在）

株式個別銘柄戦略

わが国の株式への投資に加え、組入株式における株式市場に対する感応度
を排除できると考える量の株価指数先物の売建てを行うことで収益の獲得
をめざします。
※以下①、②の２つのモデルがあります。

モデル 内容

ＡＩによる中長期投資
安定高配当モデル（①）

決算短信や有価証券報告書等の企業の業績にかかる文字情報と配当利回り
を組み合わせて、株式相場の下落局面でも強みを持ち安定的な収益獲得が
期待できる安定高配当銘柄を選定します。

ＡＩによる短期投資
ニュースピックモデル（②）

経済ニュース、市場参加者（アナリスト等）の利益予想等を用いて複合的
に評価し銘柄を選定します。

先物アロケーション戦略

株式相場が上昇局面であると判断した場合に、株価指数先物の売建ての量
を減らして実質株式組入比率を引き上げることにより、株式相場の上昇に
よる収益も一部獲得することをめざします。
※以下③～⑤の３つのモデルがあります。

モデル 内容

ＡＩによる日次予測モデル
（③）

ディープ・ラーニングを行うことによって、データの特徴から、因果関係
を見出し、翌日の株式市場の値動きを日々予測します。

ＡＩによる月次予測モデル
（④）

過去の投資環境から類似性を見出して１ヵ月先の株式市場の値動きを日々
予測します。

転換点予測モデル（⑤） 株価や指数値等の推移から株式市場の転換点を日々予測します。

※上記は、決算日現在に採用しているモデルであり、将来変更する場合があります。
※投資助言元である三菱ＵＦＪ信託銀行の資料に基づき作成したものです。

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

（ご参考）

■助言結果を用いた当期の要因分析（ベビーファンドベース）

・ 上記は、基準価額の要因分析を助言結果を用いて簡便的に計算した概算値であり、その正確性、完全性等を
保証するものではありません。
・四捨五入のため全体計（基準価額（分配金込み）の変動幅）と内訳の合計が相違することがあります。
・投資助言元である三菱ＵＦＪ信託銀行の資料に基づき作成したものです。
※ 上記モデルで株式個別銘柄戦略に該当するもの（①、②）は、わが国の株式への投資に加え、組入株式にお
ける株式市場に対する感応度を排除できると考える量の株価指数先物の売り建てを行うことによる収益獲得
の結果の概算を表しています。
※ 上記モデルで先物アロケーション戦略に該当するもの（③、④、⑤）は、株式相場が上昇局面と判断した場
合、株価指数先物の売り建ての量を減らして実質株式組入比率を引き上げたことによる収益獲得の結果の概
算を表しています。
※ 助言結果（モデル全体（①～⑤合計））については、各モデルのパフォーマンスを累積したものであるため、
単純に合計した値とは異なります。
※ モデルと実際のポートフォリオでは、売買単位の制約による銘柄構成割合のずれ、売買タイミングの違いに
よる評価損益のずれ、先物アロケーション戦略における取引対象の違いなどがあり、それらから生じたパ
フォーマンスの乖離が「上記モデル以外の要因（その他）」に含まれております。

（円）（円）

基準価額（分配金込み）基準価額（分配金込み）
上記モデル以外の要因（その他）上記モデル以外の要因（その他）
上記モデル以外の要因（信託報酬）上記モデル以外の要因（信託報酬）

⑤転換点予測モデル⑤転換点予測モデル
④月次予測モデル④月次予測モデル
③日次予測モデル③日次予測モデル

②ニュースピックモデル②ニュースピックモデル
①安定高配当モデル①安定高配当モデル

助言結果（モデル全体（①～⑤合計））助言結果（モデル全体（①～⑤合計））

0
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－40

200
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追
求型）
引き続き、ＡＩ日本株式マザーファンド
（絶対収益追求型）を主要投資対象とし、
実質的な運用はマザーファンドで行いま
す。また、運用改善にあたっては、2024
年以降、先物アロ―ション戦略の月次予
測モデルや転換点予測モデルにおいて、
より確信度等を考慮したウエイトへ見直
すことで期待リターンを高める改善対応
を進めてまいりました。
引き続き、投資成果の向上に向けた取り

組みを継続してまいります。

  ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対
収益追求型）
モデルに応じて銘柄入替、ならびに先物
ヘッジ比率（実質株式組入比率）の機動
的操作を行い、収益獲得に努めます。
（※なお、投資環境の変化や技術の進歩
等が生じ、モニタリング等においてより
適切と判断した場合には、新たなモデル
の採用や入替を行います。）

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第17期
2025年２月１日～2025年７月31日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 505

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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3

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

2025年２月１日～2025年７月31日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 55 0.655 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (30) (0.360) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (23) (0.273) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 5  0.059  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 4) (0.042) 
(先物・オプション) ( 1) (0.016) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 60  0.715  

期中の平均基準価額は、8,429円です。

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.32％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.55％

運用管理費用（投信会社）
0.73％

総経費率
1.32％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.04％

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

○売買及び取引の状況 (2025年２月１日～2025年７月31日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型） 940,337 884,040 1,132,413 1,063,940 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年２月１日～2025年７月31日) 

 

項 目 
当 期 

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型） 

(a) 期中の株式売買金額 2,113,714千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 951,031千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.22   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年２月１日～2025年７月31日) 

 

＜ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,012 17 1.7 1,101 3 0.3 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 804千円 
うち利害関係人への支払額（B） 13千円 

（B）／（A） 1.7％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2025年７月31日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型） 1,575,951 1,383,875 1,318,832 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2025年７月31日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型） 1,318,832 98.2 

コール・ローン等、その他 24,669 1.8 

投資信託財産総額 1,343,501 100.0 
 
 
 

 

 

親投資信託残高 



品 名：03_90003_252629_017_02_ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）_1070142.docx 

日 時：2025/9/16 9:27:00 

ページ：12 
 

― 12 ― 

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年７月31日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,343,501,491   

 コール・ローン等 15,048,415   

 ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）(評価額) 1,318,832,885   

 未収入金 9,620,000   

 未収利息 191   

(B) 負債 20,143,659   

 未払解約金 11,128,806   

 未払信託報酬 8,995,421   

 その他未払費用 19,432   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,323,357,832   

 元本 1,555,286,783   

 次期繰越損益金 △  231,928,951   

(D) 受益権総口数 1,555,286,783口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,509円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,755,551,036円 

期中追加設定元本額 1,199,436,156円 

期中一部解約元本額 1,399,700,409円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.8509円です。 

 

○損益の状況 (2025年２月１日～2025年７月31日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 29,128   

 受取利息 29,128   

(B) 有価証券売買損益 29,336,342   

 売買益 42,092,116   

 売買損 △ 12,755,774   

(C) 信託報酬等 △  9,014,853   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 20,350,617   

(E) 前期繰越損益金 △ 41,602,035   

(F) 追加信託差損益金 △210,677,533   

 (配当等相当額) (   55,767,767)  

 (売買損益相当額) (△266,445,300)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △231,928,951   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △231,928,951   

 追加信託差損益金 △210,677,533   

 (配当等相当額) (   57,583,088)  

 (売買損益相当額) (△268,260,621)  

 分配準備積立金 20,976,807   

 繰越損益金 △ 42,228,225   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は231,928,951円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2025年２月１日～ 
2025年７月31日 

費用控除後の配当等収益額 10,097,222円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 57,583,088円 

分配準備積立金額 10,879,585円 

当ファンドの分配対象収益額 78,559,895円 

１万口当たり収益分配対象額 505円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 
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